
2020年7月22日

№ 実施項目 フィギュア競技会 備考その他・準備品
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事前周知
【大会要項の「その
他」の項に入れてくだ
さい。】

□　感染拡大防止のために協力を求めること。
遵守できない参加者には、他の参加者の安全を確保する等の観点から、参加を取り消したり、途中退場を求めたりすることがあり得るこ
とを周知する。
① 以下事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせること。
ア 体調がよくない場合（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）
イ 同居家族や身近な人に感染が疑われる方がいる場合
ウ 過去 14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合
② マスクを持参すること。
③ こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること。
④ 他の参加者、主催者スタッフ等との距離を確保すること。
⑤ 競技会開催中に大きな声で会話、応援をしないこと。
⑥ 感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従う。
⑦ 競技会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速やかに濃厚接触者の有無等について報告す
る。

□　競技会に参加するすべての
方々に、マスク・タオル等持参
するよう周知する
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当日の参加受付時の留
意事項

□　会場（建物）に入るときには、検温、消毒を行う。
□　受付ではプログラム・参加賞等の配布、健康調査票の受け取りはフェイスシールド、マスク、ビニールカーテン等を使用する。

□　手指消毒剤
□　マスク
□　体温計
□　アクリル板
□　透明ビニールカーテン
□　フェイスシールド
□　ビニール手袋

3 健康調査票の提出 【選手に対して】
□　JSF事務局で提案するスマートフォンアプリを使用する。
□　スマートフォンアプリも使用できるが、できない環境の方もいるので、紙ベースのもの（健康調査票）も使用する。
□　検温の際に、37.5度を基準として判断する。
　　（当日の体温の測定忘れの場合は大会本部で計測）
□　ことある毎に手指消毒と手洗い・うがいを励行する。
□　ウォームアップやダウンは各自で行ない、集団では行わない。
□　控え室・更衣室には長居しない。
□　ゴミは持ち帰ること。
□　競技以外は極力マスクを着用する。
【コーチに対して】
□　当日、37.5度を超える発熱の場合は会場へ入場できない。
□　リンクサイドでは他のコーチを距離を取って待機する。
□　マスクを着用する。

□　健康調査票

4 　マスク着用の義務 主催者は、参加者がマスクを準備しているか確認すること。
なお、競技中のマスクの着用は参加者等の判断によるものとするもの
の、参加の受付、着替え、表彰式等の運動・競技を行っていない間、特に会話す
る時には、マスクの着用を求める。
 （※）マスクを着用して運動やスポーツを行った場合、十分な呼吸ができず人体に影響を及ぼす可能性があることや、熱放散が妨げられ
ることで熱中症のリスクが高くなることを周知する。また、息苦しさを感じた時はすぐにマスクを外すことや休憩を取る等、無理をしな

□　マスク

5 競技会参加前後の留意
事項

大会終了後にコロナ感染が発覚した場合は、速やかに連盟に連絡する事。 □

6-1 【手洗い場所 】 □　施設によってそれぞれ環境が違うので、主管連盟で工夫をしてください。 □　石鹸（ポンプ式）
□　ペーパータオル
□　手指消毒液

6-2 【更衣室、休憩・待機
スペース】

□　6-5　「観客の管理」でも述べているが、室内の場合で無観客競技会とした場合に、観客席を休憩・待機スペースにするなど、施設環
境にあった工夫を行う。

□　更衣室は、あくまでも着替えのみとする。

□

6-3 【洗面所】 □　施設によってそれぞれ環境が違うので、主管連盟で工夫をしてください。 □　石鹸（ポンプ式）
□　ペーパータオル
□　手指消毒液

6-4 【飲食物の提供時】 □　各自弁当を取りに行き、配膳する場合はビニール手袋を着用し、食事後各自が空容器を戻す。
□　回収はビニール手袋を着用する。
□　主催者側は、ペットボトルのみ用意。委託販売などはその店ごとに協力を願う。

6-5 【観客の管理】 □　観客席に距離を取るための×マーク表示などをする。
□　屋内の箇所は換気扇を使用するなど換気に努める。
□　無観客とした場合は、態度決定（大会開催日4週間前）にあわせて周知する。
□　観客席は観客及び選手の控え場所として使用し、間隔を十分取る工夫をする。
□　当日、37.5度を超える発熱の場合は会場へ入場できない。
□　大きな声を出しての応援は控える。
□　物品販売は販売店の指示に従う。
□　マスクの着用をお願いする。
□　観客には感染拡大防止に係る事項または、施設利用での注意事項をチラシ
　　や放送等で周知徹底を図る。

新型コロナウイルス感染症(COVIＤ-19)対策としてのスポーツ活動再開ガイドライン　【フィギュアスケート】
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・・・お願い・・・
　本ガイドラインは、JSF基準を基に競技会を運営するうえで、日本スケート連盟フィギュア部委員会と主管連盟が緊密な連携を図り、各競技会・各施設ごとに環境や条件の違いがあることか
ら、あくまでも参考にしていただき、競技会の実施にあたっては、競技会開催地の都道府県関係部局の指示を仰ぎながら、その施設や地域の実情に合わせた「感染拡大防止対策」に取り組むよう
お願いしたします。
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№ 実施項目 フィギュア競技会 備考その他・準備品
6-6 【会　場】 □　室内観客席や控え室及び更衣室は換気扇を使用するなど定期的な換気を行う。　　（施設管理者と連携）

□　施設環境がそれぞれ違いがあるので、施設側とよく協議をして、実施すること。

6-7 【ごみの管理】 □　ごみの持ち帰りを呼びかける

□　ごみ箱は、設置するが数を減らす方向で考えること（施設側と協議）

□　ごみ箱、ごみ袋
□　ビニール手袋

6-8 【その他の留意事項】 □　万が一に備え、地元自治体スポーツ部局や衛生部局と事前協議しておくこと
□　会場内に注意喚起をするよう、チラシを貼ったり、放送等で呼びかける。

関係部局の連絡先を確認してお
くこと

7 控え室（更衣室、休憩
室）

□　更衣室、休憩室等は換気扇などを使用し、定期的に換気を行う。

8 競技役員（協力会社も
含む）

□　JSF事務局で提案するスマートフォンアプリを使用する。
□　スマートフォンアプリも使用できるが、できない環境の方もいるので、紙ベースのもの（健康調査票）も使用する。
□　当日朝、検温すること。
□　当日、37.5度を超える発熱の場合は役員業務はできない。
□　競技役員本部に非接触型体温計や脇下体温計を用意する。
□　会場ではマスク着用、手洗い・うがいを励行する。
□　役員打ち合わせは座席距離を確保する。
□　競技用具は適宜消毒する。
※　密にならないようにそれぞれの担当者が選手に呼びかける。

□　手指消毒剤
□　マスク
□　フェイスシールド
□　ハンドマイク（拡声器）
□　ビニール手袋
□　非接触型体温計

9 開会式・閉会式・表彰
式

□　簡素化できるものはする。
□　必要最低限の役員で実施
□　表彰式のメダル授与もプレゼンターはビニール手袋を着用し、賞状・メダルを手渡しする。

10 競技会運営 審判団・技術役員
□　ジャッジ席の間に仕切り案を設ける
□　TCTS各1名にモニターを設ける
□　競技会中インカムは一人づつ専有とする（可能な限り）
滑走順抽選
□　レフェリーTCが実施、オンライン（データ）で通知
各ミーティング
□　オンラインで実施出来るよう検討
選手係
□　フェースシールド着用
その他
□　施設内外完全禁煙
□　花、プレゼントは禁止

11 報道 □　各社人数制限の設定
□　３参加者の対応と同等の健康確認を行う
□　マスク着用義務徹底
□　囲み取材は 競技者と記者の間にビニールカーテンなどを設置するか2mの距離を保つ。
□　報道用写真撮影は1.5mの距離を保つ

□　透明ビニールカーテン

12 公式練習 □　公式練習のタイムスケジュールや実施方法を主管連盟で検討する
□　人数・時間制限の設定
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